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地域に寄り添い、
愛された中里高校が閉校へ
これまで地域と歩んできた道のり

広報広報 Nakadomari PR Magazine



　
創
立
以
来
㆕⓺
年
目
を
迎
え
、
地
域
に
寄
り
添
い
、
愛
さ

れ
て
き
た
青
森
県
立
中
里
高
等
学
校
が
今
年
度
末
で
閉
校

し
ま
す
。

■
沿 

革

昭
和
⓹₀
年　

 

県
教
育
委
員
会
と
県
議
会
の
両
方
で
高
校
の

設
置
が
議
決
さ
れ
る

昭
和
⓹㆒
年
４
月
９
日　
開
校
式
と
第
１
回
入
学
式
挙
行

　
　
　
　
㆒㆒ 

月
６
日　
創
立
記
念
式
典
と
校
舎
建
設
落
成

式
開
催
。
校
歌
と
校
旗
を
制
定
、
披
露

　
　
　
　
　
こ
の
日
が
開
校
記
念
日
と
な
る

昭
和
⓹⓹
年　

 

県
高
等
学
校
運
動
部
活
動
奨
励
賞
を
陸
上
競

技
部
が
受
賞

昭
和
⓹⓺
年　
校
訓
の
碑
除
幕
式
挙
行

昭
和
⓺㆒
年　

 

県
高
等
学
校
運
動
部
活
動
奨
励
賞
を
サ
ッ
カ

ー
部
が
受
賞

平
成
５
年　

 

学
校
活
性
化
推
進
事
業
の
指
定
校
と
な
る

平
成
㆓⓼
年　

 

中
里
高
校
S
B
P（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ビ
ジ
ネ

ス・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）結
成
。
現
在
も
地
域
活

性
化
の
た
め
に
活
動
中

令
和
元
年
㆒₀ 

月
㆓叅
日　
令
和
２
年
度
か
ら
募
集
停
止
と
な

り
、
令
和
３
年
度
末
に
閉
校
と
な
る
こ
と
が

決
定

令
和
３
年
㆒₀
月
２
日　
閉
校
式
典
を
挙
行

■
閉
校
式
典

　
㆒₀
月
２
日
㈯
に
中
里
高
校
体

育
館
で
閉
校
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
の
様
子
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
も
生
配
信
さ
れ
、
多

く
の
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
今

ま
で
の
歴
史
を
ふ
り
返
り
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
歴
代
の
校
長

や
同
窓
会
会
長
、
P
T
A
会
長

も
参
列
し
ま
し
た
。

　
白
濱
卯
校
長
は
「
生
徒
と
先
生
が
協
力
し
て
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
っ
て
き
た
。
今
は
最
後
の
在
校
生
た
ち
を
立
派

に
育
て
上
げ
る
こ
と
が
教
師
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思

っ
て
い
る
。
在
校
生
と
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
、
中
里
高
校

が
存
在
し
た
証
で
あ
り
、
誇
り
。
中
里
高
校
で
過
ご
し
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
生
徒
へ
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

　
生
徒
会
長
の
外
崎
和
葉
さ
ん
は
「
先
輩
た
ち
が
卒
業
し
て

在
校
生
が
自
分
た
ち
㆒₀
人
し
か
い
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
と

て
も
不
安
だ
っ
た
。
で
も
そ
れ
は
杞
憂
で
、
家
族
や
先
生
、

地
域
の
人
た
ち
や
卒
業
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
い
つ
も
見

守
っ
て
く
れ
て
い
た
。
こ
の
中
里
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
励
み
に
な
る
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

■
地
域
に
根
差
し
た
活
動

　
全
校
生
徒
・
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
貢
献
を
し
よ

う
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
町
運
動
公

園
の
落
ち
葉
・
小
枝
の
片
づ
け
や
内
潟
療
護
園
・
静
和
園

で
の
窓
ふ
き
や
車
い
す
な
ど
の
介
護
用
品
の
ふ
き
掃
除
、

利
用
者
の
屋
外
の
散
歩
の
手
伝
い
な
ど
の
全
校
奉
仕
活
動

を
昔
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
コ
メ
米
ロ
ー

ド
に
面
す
る
「
う
る
お
い
広
場
」
に
、
福
浦
コ
ス
モ
ス
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
他

に
も
、
地
域
連
携
企
画
と
し
て
、
中
里
小
学
校
の
児
童
た

ち
と
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
制
作
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
里
高
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
地
域
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
に
寄
り
添
い
﹆
愛
さ
れ
た
中
里
高
校
が
閉
校
へ

こ
れ
ま
で
地
域
と
歩
ん
で
き
た
道
の
り



■
こ
れ
ま
で
の
S
B
P
同
好
会
の
活
動

　
平
成
㆓⓼
年
に
当
時
の
２
年
生
と
１
年
生
で
町
の
人
や
自

然
、
歴
史
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
中
里
高
校
S
B
P

（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ビ
ジ
ネ
ス・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）同
好
会
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
S
B
P
で
は
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
地
域
活
性
化
の

た
め
の
商
品
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
中
里
高
校
・
鰺
ヶ
沢
高
校
・
木
造
高
校
深
浦
校

舎
そ
れ
ぞ
れ
の
S
B
P
が
連
携
し
て
、
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト

ボ
ッ
ク
ス
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
S
B
P
が
町
の
特
産
品
を
厳
選
し
、
自
分
た
ち
で
仕
入

れ
ま
で
行
っ
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
は
、

は
と
む
ぎ
か
り
ん
と
う
、

や
わ
ら
か
の
し
い
か
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
つ
ぶ
こ

ろ
ジ
ャ
ム
、
し
じ
み
チ

ャ
ウ
ダ
ー
な
ど
中
泊
の

食
の
魅
力
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
メ
バ
焼
き
！
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
焼
き
型
を
使
い
、
地
域
活
性
化
を
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
焼
き

型
の
形
を
さ
ま
ざ
ま
考
え
る
な
か
で
、町
が
行
っ
て
い
る「
メ

バ
ル
に
よ
る
町
お
こ
し
」
の
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
、
メ

バ
ル
の
形
に
し
ま
し
た
。
中
に
入
れ
る
餡
は
メ
バ
ル
料
理
推

進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
餡
、
ト
マ
ト
餡

と
中
泊
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
餡
を
完
成
さ
せ
、
使
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
メ
バ
焼
き
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

売
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
人
気
の
商
品
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
近
で
は
激
辛
マ
ー
ボ
ー
ラ
ー
メ
ン
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
町
内
の
事
業
者
が
熊
の
忌
避
剤
を
製
造
す
る
た
め

に
使
用
し
て
い
た
ジ
ョ
ロ
キ
ア
を
料
理
に
使
っ
て
町
お
こ
し

が
で
き
な
い
か
考
え
、
レ
シ
ピ
の
考
案
や
激
辛
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
な
ど
、
レ
シ
ピ
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ハ
バ

ネ
ロ
の
㆒₀
倍
の
辛
さ
が
あ
る
ジ
ョ
ロ
キ
ア
を
使
っ
て
い
る
た

め
、
と
て
も
辛
く
、
現
在
も
た
く
さ
ん
の
リ
ピ
ー
タ
ー
や
挑

戦
者
が
い
て
人
気
の
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
駅
ナ
カ
ち
ゃ

ん
こ
食
堂
、
く
つ
ろ
ぎ
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
哲
。」、
レ
ス
ト
ラ
ン
竜

泊
で
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
毛
色
は
違
い
ま
す
が
、
今
年
に
は
「
中
高
ラ
ジ

オ
」
と
「
な
か
ど
ま
り
カ
ル
タ
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
家
な
ど
に
い
て
も
観
光
し
て
い
る
気
分
が
味
わ
え
る
中

高
ラ
ジ
オ
や
町
の
食
や
観
光
名
所
な
ど
、
一
か
ら
選
び
抜

い
た
カ
ル
タ
。
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
「
中
高
ラ

ジ
オ
」
と
「
な
か
ど
ま
り
カ
ル
タ
」
は
、
先
日
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
き
り
ん
館
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

■
未
来
へ

　
高
校
と
い
う
形
は
な
く
な
っ
て
も
、
生
徒
の
が
ん
ば
り

と
思
い
出
ま
で
は
消
せ
な
い　
　
。
最
後
の
卒
業
生
と
な

る
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
高
校
生
活
で
体
験
し
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
思
い
出
を
胸
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
現
在
町
で
は
、
閉
校
後
の
校
舎
と
土
地
を
地

域
振
興
な
ど
を
目
的
と
し
て
有
効
利
用
す
る
た
め
、
県
と

協
議
し
て
い
ま
す
。
用
途
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
パ
ル
ナ
ス
」
で
は
中
里

高
校
の
思
い
出
の
資
料
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
公

開
さ
れ
た
際
に
は
㆕⓺
年
間
の
歴
史
が
詰
ま
っ
た
思
い
出
の

品
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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人口が半数以下になっても地域の暮
らしを守っていくため、町内会の

役員などが集落支援員を兼ねる「兼任集
落支援員」の委嘱状交付式が10月１日
㈮に行われました。
　兼任集落支援員は、集落点検でのアン
ケート調査や、課題解決のための具体的
な方策の検討と実施などを行っていきます。
　町長は「人口減少を抑える核となるの
は皆さん。一緒に問題を解決していきま
しょう」と話しました。
　若宮地区の担当となった工藤義秀さんは「意見を聞きながら一生懸命がんばりたい」と意気込みを語
りました。
　任期は令和３年10月１日から令和４年３月31日までで、その後は年度単位の委嘱となります。

施設を見学してごみの処理過程を
学ぶ「ごみ学習会」を10月8日

㈮に中里小学校の４年生が行いました。
　西部クリーンセンターへ行き、どの
ようにごみを処理しているのかビデオ
を見た後、中央制御室で実際の様子を
見学しました。
　児童たちは、西部クリーンセンター
では１日に80ｔものごみを燃やして
いるということを知り、驚きの声をあ
げていました。

地域おこし協力隊に着任した三
みや け

宅正
まさ

起
き

さ
んと覚

かく

張
ばり

日
はる

菜
な

さんの２人へ10月８日㈮
に委嘱状が交付されました。
　地域おこし協力隊は、主に宮越家「離れ・
庭園」の全国発信を含めた観光コンテンツの
掘り起こしや磨き上げ、外国人観光客の受け
入れ環境の整備・強化、情報発信などに取り
組んでいく予定です。
　２人の目が、町にどんな化学変化を起こし
てくれるのか、今から楽しみです。

小規模多機能自治を目指し
兼任集落支援員委嘱状交付式

ごみはどこへ行くの？
中里小４年生が「ごみ学習会」

町の魅力を県外や海外へ
地域おこし協力隊へ委嘱状交付

まちの話題 Topics
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町商工会（会長・宮越　寛）が10月
10日㈰、商工会観光サービス部

会、商工会女性部、小泊観光協会と合
同で、中里地域と小泊地域の清掃奉仕
活動として道路沿いのごみ拾いをしま
した。
　参加した皆さんは、「観光客が訪れ
てよかったと思える環境づくりの一助
となれば」と思いを語っていました。

自衛官を志望する人たちへの広報
活動などを行う「自衛官募集相

談員」の委嘱状交付式が10月12日㈫
に行われました。
　今回、木村政和青森地方協力本部長
と町長からの連名で成田寛さん、大川
幸勝さん、加賀田茂さんの３人が委嘱
されました。
　任期は10月12日からの２年間で、
自衛官の募集に関する相談業務を行い
ます。

五所川原ゴールデンクラブの古
川凰

おう

雅
が

くん・濱舘優
ゆ

羽
う

くんペ
アと秋元希

ね

音
おん

ちゃん・古川舞
ま

桜
お

ちゃ
んペアが、10月11日㈪に町長のも
とを訪れ、第27回東北小学生バド
ミントン大会に出場することを報告
しました。
　町長は「強い人を見てたくさんの
ことを学びながらがんばってほし
い」と激励しました。
　選手たちは「ペアと協力して優勝
を目指す」と意気込みを語っていま
した。

きれいな町へ
町商工会が合同で清掃奉仕活動

国防担う人材確保を目指し
自衛官募集相談員に辞令交付

優勝目指しがんばってきます！
４人がバドミントン東北大会出場報告

まちの話題Topics



広報なかどまり 6

N
AKAD

O
M

ARI PU
BLIC RELATIO

N
S　

N
O

V 2021. 

全国視聴覚教育連盟視聴覚教育功労者
表彰受賞した柳澤良知さんが10月13

日㈬に町長のもとを訪れ、受賞を報告しま
した。
　今年は全国で６人が受賞し、青森県で受
賞したのは柳澤さんで９人目となります。
　柳澤さんは、小説「津軽の像」記念館館
長や生涯学習小泊北光寿大学学長として視
聴覚教育・社会教育の振興に大きな貢献を
果たしたことが評価され、受賞することに
なりました。

子どもたちの創作活動を奨励し、「生命を尊ぶ心」と「心豊かな人間形成」を目的にＭＯＡ美術館（静
岡県）実施する児童作品展。10月16日㈯・17日㈰には、中央公民館で中泊児童作品展が開催されま

した。
　今年は、絵画72点、書写112点の計184点の作品が寄せられました。MOA美術館奨励賞の作品は、全
国区のMOA美術館児童作品展に出展されます。
　なお、各賞は次のとおりです。

■MOA美術館奨励賞…  江良桜音香（薄市小２）／   久保田理夢（小泊小５）
■㈱東奥日報社賞…  佐々木澄海（薄市小４）／   成田理音（小泊小５）
■中泊町長賞…  三上陽大（薄市小６）／   佐藤榎希（武田小２）
■中泊町議会議長賞…  北畠瑞大（薄市小２）／   菅原夏音（中里小４）
■中泊町教育長賞…  長谷川楓峨（小泊小３）／   宮下和花（小泊小６）
■中泊町連合PTA会長賞…  ちばみゆ（薄市小１）／   藤本真琴（中里小６）
■保護司会中泊分会会長賞…  木村心花（武田小２）／   外崎澪（武田小４）
■中泊町更生保護女性会会長賞…  水上碧人（小泊小１）／   阿部蒼大（中里小５）
■中里町自然農法研究会会長賞…  小山内夢芽羽（薄市小４）／   北畠晏（薄市小３）
■金賞
　　  田沢萌那（薄市小３）、中井梨緒（薄市小６）
　　  佐野優良（武田小５）、成田七星（薄市小４）
■銀賞
　　  成田航駕（小泊小２）、澤田新智（薄市小６）
　　  成田維風（薄市小３）、磯野海桜梨（小泊小４）
■銅賞
　　  おさないいうむ（薄市小１）、小野凛桜（薄市小４）
　　  工藤礼恩（小泊小４）、川島千華（武田小４）
■佳作
　　  前川原脩斗（小泊小１）、成田開（薄市小６）、佐藤空哉（武田小５）
　　  佐々木芽彩（薄市小４）、佐藤大翔（小泊小２）、山田紅心（小泊小５）

視聴覚教育・社会教育に貢献
全国視聴覚教育連盟視聴覚教育功労者表彰を受賞

絵画と書道のウデを磨く
ＭＯＡ美術館中泊作品展開催

まちの話題 Topics
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なんでも行政相談
日　時…11月24日㈬ 午前９時～正午
場　所…役場相談室２
行政相談委員…伊 藤 定 照、藪 田 由 比 子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

※ 中止の場合は防災無線で周知します。

　主催 町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

11月17日㈬　塚 本　初 子

　　　　　　古 川　節 子

11月17日㈬　近 村　　 敦

　　　　　　荒 関　徳 勝

相談場所　役場相談室２　　　
相談時間　午前９時～正午　　
相談に来られる人は、庁舎西側
出入り口をご利用ください。　　

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～正午　　

●期　日
　　　令和４年１月９日㈰　午後１時30分
●場　所
　　　町総合文化センター「パルナス」
●該当者
　　　平成13年４月２日～平成14年４月１日生まれの人
　該当する人には、案内を11月中に送付します。同封のハガキに出欠の有無を記入し、ご返送ください。
11月中に届かない場合は、問合せ先までご連絡ください。
　また、成人式当日の司会（１名程度）、受付スタッフ（５名程度）を募集していますので、ご協力お願い
します。
※協力者は成人式出席者に限ります。
※ 新型コロナウイルス感染症対策を行いながら開催します。なお、感染拡大した場合、12月10日ごろを目
途に開催の是非を判断し、状況によっては来年度に延期となる場合もありますので、ご了承ください。

　どんどん気温が下がり始めています。
　この時期になると、家庭や事業所などから灯油などの漏えい事故が多くなります。
　原因として、ホームタンクからの小分け作業中に目を離すなどの不注意、バルブや配管の劣化による
漏えい、除雪作業による配管などの破損が多く見られます。
　灯油などの漏えい事故が発生すると、側溝や水路を通じて河川に流れ出ることがあります。その際、
下流域全体に影響を及ぼし、川に生息する生き物にも影響を与えます。
　流れ出た範囲にもよりますが、措置に要する経費は莫大な金額となることもあり、その費用は法律に
より事故の原因者の負担となります。
　このような事故が起こらないようにホームタンクのバルブや配管を確認後、劣化などが激しい場合は
早急に修繕し、除雪作業時には破損事故のないよう十分に気をつけましょう。

令和３年度　町成人式開催のお知らせ

灯油漏えい事故にご注意を

問  教育委員会教育課 内  1923

問  環境整備課衛生係 内  1915

くわしくは、町ホームページをご覧ください
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　町では、昨年度に引き続きイルミネーションイベントを実施します。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、疲弊している地域を明るくするため、イルミネーションを
町役場や総合文化センターなどに装飾します。点灯初日にはオープニングセレモニーを開催し、花火を
打ち上げます。また、各家庭におけるイルミネーション装飾のコンテストを開催し、地域一体で町を明
るくし、地域を元気にしましょう‼
【主催】中泊町　　【主管】頑張れ中泊！プロジェクト実行委員会
【協賛】日本風力開発株式会社

■イルミネーション点灯セレモニー
　　小泊会場…12月３日㈮　午後６時30分から
　　中里会場…12月４日㈯　午後６時30分から
　　※ セレモニー終了後から令和４年３月上旬（予定）までの期間、午後５時から午後９時まで毎日点灯

します。

■皆さんの500円が花火に‼ ワンコイン花火にチャレンジ‼
　　 　イルミネーション点灯セレモニーでは、花火を打ち上げます。そこで、皆さんからの寄附を募集
します。一口500円から募集しますので、町民皆さまで地域に希望と元気を届け、コロナの危機を
乗り越えていきましょう！

　【受付期間】
　　　11月10日㈬ ～ 11月30日㈫
　　　午前８時30分から午後５時まで
　【受付窓口】　※各窓口へご持参ください
　　中里地域…頑張れ中泊！プロジェクト実行委員会事務局
　　　　　　　（株式会社アクトプラン事務所内）
　　　　　　　または総合戦略課（☎57－2111）
　　小泊地域…小泊支所（☎64－2111）
　　※寄附に関するお問合せは、
　　　　株式会社アクトプラン（☎57－5720）まで

■イルミネーション自宅でコンテスト‼
　　 　イルミネーションイベント期間中、各ご家庭に装飾されたイルミネーションのコンテストを開催
します。グランプリと準グランプリに選ばれた人には、イルミネーションに関連するグッズや町特
産品をプレゼントします。

　【注意事項】
　　・参加費無料。ただし装飾費用は各自の負担です。
　　・町に自宅や事業所があり、イルミネーションを装飾できる人。
　　・グランプリは１人、準グランプリは２人選考します。
　　・ 装飾したイルミネーションは町広報誌にて紹介するための

写真撮影をさせていただきますので、ご了承ください。

あなたのデザインがまちあかりを演出‼
イルミネーションイベント開催‼

問  総合戦略課企画係 内  2024
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広 告

　秋はクマが冬眠に備えるため、エサを求め
て活発に活動します。入山する人や、山付近
で活動する人は、大きな音を出しながら歩く、
なるべく複数人で行動する、などのクマに出
会わないための対策を必ず行いましょう。
※ 県内全域でツキノワグマ出没警報が発表さ
れています！
〇期　　間…10月４日㈪～11月30日㈫
〇発表理由… 県内でクマに襲われたとみられ

る死亡事故が発生したため

　中央公民館では、毎年新そばが出回る時期
に、蕎麦打ち体験教室を行っています。
　初めての人でも気軽に体験できます。打っ
た蕎麦はその場で食べることも、お持ち帰り
することも可能です♪
　「大好きな蕎麦を自分で打ってみたいけど
……」という人にオススメ！
　一緒に楽しくおいしく蕎麦打ち体験してみ
ませんか？
◆日　時…12月５日㈰ １回目…午前９時～　
  ２回目…午前11時～
◆場　所…中央公民館大ホール
◆参加料…1,000円（材料費として当日徴収）
◆定　員…各回　先着10名
　※小学生は保護者同伴（付添のみも可）
◆申込み…11月26日㈮　公民館まで
◆持ち物… エプロン、三角巾（バンダナ）、タ

オルなど

　日常生活における不安、暴力、トラブルな
どでお困りの人は、お気軽においでください。
　相談料は無料、相談内容は秘密保持いたし
ます。
【日時】
　　12月３日㈮　午前９時～正午
　　※ 時間を指定して相談の予約ができます

のでご連絡ください。
【場所】
　　中里会場…町中央公民館
　　小泊会場…日本海漁火センター
【相談員】
　　青森行政監視行政相談センター、
　　 心配ごと相談員、人権擁護委員、行政相

談委員

　の納期限です。忘れずに納めましょう。
※ 口座振替をされている人の引き落とし日は、
　11月25日㈭です。残高をご確認ください。
※ 町税の納付は、便利で安心確実な口座振替をご利
用ください。　

問  税務課庶務徴収係 内  1215・1216

11月30日は
固定資産税　　　４期
国民健康保険税　５期

クマに注意！

蕎麦打ち体験！
★その場で食べてもお持ち帰りでもOK♪
自分で作った蕎麦は絶品です！

特設合同相談所開設
のお知らせ

問  農政課農林基盤整備係 内  1814

問  町社会福祉協議会 中里本所 ☎  57－4841
小泊支所 ☎  64－2905

問  中央公民館 ☎  57－2341
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※ 

玄
関
の
向
き
に
よ
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部
屋
の
配

置
に
多
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い
が
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ま
す
。

問  環境整備課住宅管理係 内  1913

　入居には一定の資格がありますので、申込みを考えている人は環境整備課か小泊支所へ必ず確認
のうえ申込んでください。
◇募集戸数…８戸（10月１日現在）　　※応募者数が募集戸数を超えるときは抽選を実施
◇家賃は所得によって決まります

〈入居資格の概要〉
　① 現に住宅に困窮している人
　② 同居する親族がいる人
　③ 税金・公共料金に滞納がない人
　④ 月額所得が158,000円以下の人
　　 ※高齢者、障害者、未就学児童がいる世帯は、
　　　 214,000円以下の人
　⑤ 保証人が２名いる人
　⑥ 暴力団員でないこと
　⑦ その他
　　  ※婚姻している夫婦の片方のみの入居や離婚予定での申込みはできません。
　　　（ただし、裁判所の離婚調停書の写しなどがある場合は申込み可）

外観 LDK キッチン

現在の状況の聞き取りや所得控除の説明をしますので、入居希望の際は必ずお問合せくだ
さい。

〈必要書類〉
　・申込書（環境整備課で配布）
　・住民票（申込み時現在のもの）
　・所得課税証明書
　・納税証明書
　・滞納がないことの証明書
　・ その他、審査上必要とされ提
出を求められたもの
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　厚生労働省では、11月を「過労死等防
止啓発月間」と定め、過労死などをなくす
ため、以下の取り組みを行っています。
◆ 「過労死等防止対策推進シンポジウム※」
の開催、ポスターの掲示・リーフレット
の配布などによる周知・啓発の実施
※ シンポジウムは青森でも開催され、無料
でどなたでも参加可能
　 →くわしくは「過労死等防止対策推進シ
ンポジウム　青森」で検索
◆ 過労死などにつながる過重労働などへの
対応として、長時間労働の是正などに向
けた重点的な監督指導などを行う過重労
働解消キャンペーンの実施
◆ ９月から12月にかけて、委託事業で過
重労働解消のためのセミナーをオンライ
ンなどで開催。無料でどなたでも参加可
能
　 →くわしくは「過重労働解消のためのセ
ミナー」で検索

　令和４年３月から使用する農業用免税軽油使用者
証・免税証の交付申請を次のとおり受付します。希
望する人は必要書類を揃え、申請してください。
　なお、新型コロナウイルス感染症予防のため、マ
スク着用などの対策のご協力をお願いします。
日時…11月17日㈬ ～ 12月15日㈬
　　　　午前９時 ～ 午後３時まで
場所…五所川原合同庁舎（警察署隣）県税部内
　　　　（五所川原市栄町10）
必要書類など
　① 耕作証明書（各市町の農業委員会で発行したもの）
　② 免税軽油使用者証（初めて申請する人を除く）
　③返信用郵便切手414円分
　④使用機械の譲渡証明書
　　（ 初めて申請する人と使用者証登録機械に追加の

ある人のみ）
　⑤県証紙400円分
　　（ 初めて申請する人、使用者証の有効期限が切

れる人、使用者証登録機械に変更のある人、
使用者証を紛失した人）

その他、必要書類などに関する質問は、問合せ先まで

　令和３年産米の概算金引下げにより影響を受ける稲作農家の、当面の資金繰りやセーフティネ
ットへの加入、来年の作付計画など、農業経営全般にわたる相談に応じますので、ご活用ください。
○窓口設置場所…西北地域県民局地域農林水産部（五所川原合同庁舎２階）
○相談受付時間…平日　午前９時 ～ 午後５時
○相談内容

項　　目 主　な　内　容

1. 資金繰り
①農林漁業セーフティネット資金の活用
②農業経営収入保険のつなぎ融資の活用

2.  セーフティネットへの
  加入促進

①米・畑作物の収入減少影響緩和交付金 （ナラシ対策）
②農業経営収入保険

3. 主食用米の作付け転換
①経営規模に応じた収益性の高い経営モデルの紹介
②補助事業の紹介

4. 規模の拡大・縮小
①農地中間管理事業の活用
②スマート農業の導入

11月は「過労死等防止啓発月間」です
問  五所川原労働基準監督署労働時間相談・支援班
☎  35－2309

農業用免税軽油使用者証・
免税証の交付申請受付

☎  34－2111㈹ 内  207問  西北地域県民局 県税部課税課

「米価下落に関する特別相談窓口」を設置します
問  西北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室 経営・担い手班 ☎  （35）5727
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　11月中旬頃に令和４年の裁判員候補者
名簿に登録された人に、通知をお送りしま
す。これは、来年２月頃から約１年間、裁
判員に選ばれる可能性があることをお伝え
するものです。
　青森県内では、639人に１人が裁判員候
補者に選ばれることになります。

　ひろさき若者サポートステーションは、「働く
ことに踏み出したい若者」や「就職氷河期世代」
のための就労相談窓口です。自分に向いている仕
事がわからない、ブランクがあり再就職が不安、
働いても長続きしない、働く自信がない、人と話
すことが苦手…などの相談にのります。
　相談料は無料です。
〇対象者…15歳から49歳の若者とそのご家族

　レイプや強制わいせつなど、性犯罪・性暴力の被害にあわれた人やそのご家族などからの相談
を受け、要望に応じた必要な支援をコーディネートします。
◆「りんごの花ホットライン」
　　　℡017－777－８３４９
　　　　　　　　　 （やさしく）

　　※専門の研修を受けた相談員が対応します。秘密は厳守します。
◆相談受付時間
　　月・火…………午前10時～午後９時
　　火・木・金……午前10時～午後５時
　　　（祝日・年末年始を除く）
◆ 県が本センターの運営を委託している公益社団法人あおもり被害者支援センターでは、ボラン
ティアの支援活動員を募集しています。活動に感心のある人は、問合せ先まで。

　子育て、発達、いじめ、不登校、ひきこもり、仕事、経済的な困窮など、近年増えている子ど
もや若者（またはそのご家族）が抱えるさまざまな悩みを、なんでも相談できる合同相談会を開催
します。
　相談内容に合わせて、複数の専門相談員がチームで支えます。「この悩みは、どこに相談した
らいいの？」「解決の糸口をつかみたい」「色んな専門家から話を聞きたい」という人は、この機
会にぜひご相談ください。
【要事前予約・相談無料】
　▷日時…12月14日㈫　　午前10時～午後４時
　▷場所…ヒロロ３Ｆ　多世代交流室２
　▷対象…悩みを抱える子ども・若者とそのご家族（年齢制限なし）
　▷予約…問合せ先まで

裁 判 員 制 度
まもなく名簿記載通知を発送します！

問  青森地方裁判所総務課庶務係
☎  017－722－5421

働くことに悩む若者のための
相談窓口を利用しませんか

問  ひろさき若者サポートステーション ☎  0172－35－4851

あおもり性暴力被害者支援センター

子ども・若者の悩み「なんでも相談会」

問  青森県青少年・男女共同参画課 ☎  017－734－9228
問  （公社）あおもり被害者支援センター ☎  017－718－2085

問  県青少年・男女共同参画課 ☎  017－734－9226
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　まちづくりの参考にするために令和３年４月から役場本庁舎と小泊支所に設置された「意見・政策提
案箱」にご意見をいただいた人で、広報への掲載を希望された人の質問と回答を掲載します。
80代からの質問・ご提案
●提案
・武田公民館隣の旧EM菌活性液配布場所を活用し、ストックヤードを拡大してほしい。
Ａ、 現在、武田公民館は、「旧EM菌活性液配布場所を活用しないこと」などを条件に消防設備の特例
基準の適用を受けて使用が認められているため、残念ながら旧EM菌活性液配布場所をストックヤー
ドとして使用することは消防法上できません。

・衣類のリサイクル箱を武田公民館ストックヤードの入り口にも置いてほしい。
Ａ、 ストックヤードが狭く、現在使用している大きさの衣類回収ボックスの設置は困難です。そこで、
衣類のリサイクルなど本格的実施に向けた検討を行うため、現在、衣類の回収を行っていない武田地
域と内潟地域で日程を限定したうえで試験的に衣類回収をし、回収量を把握したいと考えています。
日程などが決まり次第、広報などで周知します。

・地域拠点連絡バスを武田公民館前で休憩せずにすぐ折り返して、役場・パルナスで待機したらどうか。
Ａ、 武田地区の住民が役場での手続きや相談などをする際の利便性が高まりますので、前向きに検討し
ます。また、現在の時刻表のままで変更すると、武田地区の住民が津軽中里駅や内潟・小泊方面へ移
動する際、１時間以上待つことになり不便となるため、役場での手続きや相談に必要な時間を考慮し
ながら、待機時間を短縮できないか検討します。

・武田・中高線の時刻表などへの提案
Ａ、 町では、公共交通のあり方や再編を検討するため、年内に町民の皆さまにアンケート調査を実施す
る予定です。地域拠点連絡バスのほか、武田・中高線バスも含め、利用目的や実態をくわしく調査し
ます。住民のニーズを正確に把握し、どのような路線へ再編すればより多くの町民が利用しやすい公
共交通にできるか考えていきたいと考えています。

　町意見・政策提案箱では、町内外を問わず、メール、FAX、郵便でも受け付けますので、今後もお気
軽に皆さんからのご意見・ご提案をお寄せください。
【お願い】
　◆次のような内容は受付できないことがあります。ご了承ください。
　　（例）・商品、サービスの宣伝などや営利目的のもの
　・国際情勢や社会情勢など、町に直接かかわりのないもの
　・特定の個人・団体等に対する誹謗中傷など
　・伝えたい意見や提案などが不明確なもの
　◆速やかな回答に努めますが、事実の確認や調査のため、お時間をいただくことがあります。
　◆ 回答は原則として意見・政策提案文書の提出方法と同じ方法で行います。別の手段を希望する場合
は、その旨を明記してください（電話で回答してほしい、など）。

　◆「意見・政策提案書」裏面の記載事項をご確認のうえご提出ください。

町意見・政策提案箱へ寄せられたご意見と回答内容
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図書 館情 報

○一般・テーマ
　　《郷土資料選抜》
　 　なつかしい資料も盛りだくさん‼
○児童・テーマ
　　《食べ物が登場する絵本大集合》

『ひとりじめ』 浅田美代子　文 藝 春 秋
『狐色のマフラー』 赤川　次郎　光　文　社
『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー ２』

ブレイディみかこ　新　潮　社

『世界を変えたキャンプ』 メアリー・ポープ・オズボーン
 食野雅子/訳　KADOKAWA
『ぼくの！わたしの！いや、おれの！』アヌスカ・アレプス

ふしみみさを/訳　B L 出 版
『うさぎのマリーのフルーツパーラー・まいごのこねこ』
 小手鞠るい/作　永田萌/絵　講　談　社

親子ふれあい読書アドバイザー
読み聞かせ研修会

〈ふるさとに伝わるむがしっこ〉
〇日　時…11月13日㈯
　・午前10時～
　　　ふるさとに伝わるむがしっこ
　　　語り…小 山内清春氏〈拝むネコ・嫁コ（あね）

とおはぎ他〉
　　　　　　外崎令子氏〈長げーなめの昔っこ他〉
　　　　　　對馬てみ氏〈獅子のおたけび〉
　・午後12時50分～ 講演
　　　講師…千葉敦子氏
　　　〈ことばの可能性を引きだす読み聞かせ〉
〇場　所……町総合文化センター
　　　　　　　「パルナス」　ホール
〇申込み……不要
〇対　象……児童・一般向け
〇参加費……無料

11月のおはなし会「なにをかこうかな？」
　芸術の秋……絵をめぐるふしぎなお話や絵か
きうたを紹介します。「おえかき」をしてあそび
ましょう!
　後半は、やさしくできるクリスマスグッズを
作ります。
　何ができるかは当日のお楽しみ！
　どうぞお気軽におこしください。
〇日時…11月20日㈯　１回目午前10時～
　　　　　　　　　　 ２回目午後２時～
〇場所…図書館
※ くわしくは、町図書館（☎69－1111）までお問
合せください。

　蔵書点検のため、11月24日㈬～12月3日㈮ま
で休館します。

〈みすず書房様より２冊〉
『青森1950－1962　工藤正市写真集』

工藤正市/著　みすず書房
　昭和30年代の青森を撮り溜めていた写真家。
没後、発見されたフィルムを家族がインスタグ
ラムで発表するや、国内外の写真ファンの間で
話題になった写真集です。

※ くわしくは、町図書館（☎69－1111）までお問
合せください。

今月のMiniコレクション

イ ベ ン ト 情 報

図書館子ども教室情報

休館のお知らせ

寄贈本のご紹介

みんなで楽しむおはなし会

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

新 刊 情 報  [ 児 童 ]
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小泊消防署 ☎64－2375中里消防署 ☎57－2370災害情報テレホン ☎34－2323五消本部病院照会 ☎34－4999火事・救急・救助は119番

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

　

今
年
も
寒
い
時
期
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ス
ト
ー
ブ
を
用
意
し
た

ご
家
庭
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
は
暖
を
と
る
の
に
と

て
も
便
利
な
器
具
で
す
が
、
使
い

方
を
誤
る
と
大
き
な
火
災
や
一
酸

化
炭
素
中
毒
な
ど
の
事
故
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
着
火

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
で
暖
を
と
っ
て

い
る
と
き
に
、
炎
が
直
接
衣
類
に

触
れ
て
着
衣
着
火
し
、
死
に
至
る

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
を
補

給
す
る
際
に
、
ス
ト
ー
ブ
を
消
火

せ
ず
に
補
給
し
よ
う
と
し
、
緩
ん

だ
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
給
油
タ
ン
ク

の
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
漏
れ
た
燃
料
に

引
火
し
、
更
に
着
て
い
る
服
に
燃

え
移
っ
た
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

■
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は

・ 

洗
濯
物
や
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
く
に
置
か
な
い
!

・ 

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
給
油
タ
ン
ク

は
キ
ャ
ッ
プ
を
締
め
、
消
火
し

て
か
ら
セ
ッ
ト
す
る
!

・ 
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
を
間
違
え
な

い
!

・ 

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
や
上
に
置
か
な
い
!
使

わ
な
い
!

・ 

電
源
プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
、
ガ
ス

ホ
ー
ス
な
ど
を
確
認
す
る
!

・ 

外
出
時
や
就
寝
時
は
ス
イ
ッ
チ

を
切
り
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
!

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
が
全

国
で
多
発
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

死
傷
者
の
う
ち
６
割
が
「
逃
げ

遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
就

寝
時
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
10

年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、
町
の
設

置
率
は
低
い
状
況
で
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を

な
く
す
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
設
置

さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
は
定
期
的
に

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

記
録
し
ま
し
た
。

　
「
静せ

い

川せ
ん

村そ
ん

荘そ
う

詩
集
」
と
銘
打
た
れ
た

シ
リ
ー
ズ
第
二
集
『
禅ぜ

ん
よ
し
ゅ
う

餘
集
』（
昭
和
４

年
）、
第
三
集
『
隨ず

い
え
ん
し
ゅ
う

縁
集
』（
同
５
年
）が

現
存
し
、
各
々
刊
行
前
年
の
事
象
が
月

日
順
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
集
に
つ
い
て
は
、
小お

川が
わ

三さ
ん

知ち

や

鳴な
る
み
し
ゅ
う
じ
ろ
う

海
周
次
郎（
イ
ハ
夫
人
の
実
兄
）な
ど

か
ら
の
礼
状
に
よ
り
、
昭
和
３
年
夏
の

刊
行
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
未

発
見
の
た
め
中
身
は
不
明
の
ま
ま
で
し

た
。

　

そ
の
幻
の
第
一
集
が
、
こ
の
た
び
現

当
主
の
宮
越
寛ゆ

た
か

氏
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
県
外
の
骨
董
店
よ
り
入
手

し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
書
名
は
『
静

川
村
荘
詩
集
』（
昭
和
３
年
）と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
、
シ
リ
ー

ズ
化
す
る
予
定
が
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

同
書
に
よ
っ
て
、
達だ

る
ま
ど
う

磨
堂
建
立
や
、

小
川
三
知
と
の
交
流
な
ど
、
昭
和
初

年
の
宮
越
家
を
巡
る
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
宮
越
家
離
れ
･
庭
園
の
新
事
実
‼

　

小
川
三
知
を
は
じ
め
と
す
る
書
簡
や

各
種
文
書
、
正
治
の
漢
詩
集
の
記
述
な

ど
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宮
越
家
離
れ
・
庭
園
整
備
の
状
況
が

徐
々
に
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

大
正
９
年
「
四し

季き

花か

木ぼ
く

」
完
成

大
正
10
年
「
丸ま

る

窓ま
ど

」
完
成

大
正
11
年
「
柳
に
川か

わ

蝉せ
み

」
完
成

昭
和
２
年
石せ

き

幢ど
う

・
十

じ
ゅ
う
さ
ん
じ
ゅ
う
の
と
う

三
重
塔
購
入

　
　
　
　

達だ
る
ま
ど
う

磨
堂
完
成

　
　
　
　

水す
い

盤ば
ん

・
井い

筒づ
つ

購
入

　
　
　
　

灯と
う

籠ろ
う

・
ラ
イ
オ
ン
像
購
入

昭
和
３
年
築つ

き

山や
ま

造
成
・
池ち

泉せ
ん

改
修

　
　
　
　

各
種
石
造
物
設
置

昭
和
４
年
達
磨
堂
に
達だ

る
ま磨
像ぞ

う

安
置

　
　
　
　

茶
室
「
松し

ょ
う
と
う
て
い

濤
亭
」
移
築　

　
　
　
　

燈と
う

籠ろ
う

・
手て

あ
ら
い
い
し

洗
石
購
入

昭
和
５
年
庭
石
購
入

　

宮
越
夫
妻
は
、
昭
和
５
年
11
月
下
旬

か
ら
翌
６
年
３
月
下
旬
ま
で
長
期
に
わ

た
っ
て
大
鰐
温
泉
に
逗と

う
り
ゅ
う留し

て
い
ま
す

が
、
そ
の
直
後
に
離
れ
・
庭
園
を
残
し

て
東
京
へ
移
転
し
ま
す
。
温
泉
に
浸
か

り
な
が
ら
、
将
来
の
生
活
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆ 

企
画
展
﹁
宮
越
家
文
書
＆
美
術
工
芸

品
﹂
延
長
開
催
‼

日
時
…
12
月
19
日
㈰
ま
で
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
45
分
／
休
館
日
…
毎
週
月

曜
・
祝
日
・
第
４
木
曜
日
／
入
館
料
…

通
常
料
金（
一
般
200
円
、
高
校
・
学
生

100
円
、
小
・
中
学
生
50
円
）

◆
宮
越
機
山
幻
の
第
一
集
発
見
‼

　

宮
越
家
離
れ
・
庭
園
を
整
備
し
た
宮

越
家
９
代
当
主
正ま

さ

治は
る（
機き

山ざ
ん

）は
、
日
々

の
出
来
事
や
思
い
を
、
漢
詩
に
托
し
て

VOL.122

【
☎
69－

１
１
１
１
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率
㆒₀₀
％

の
町﹁
な
か
ど
ま
り
﹂を
目
指
し
て
‼

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火

災
に
注
意
し
よ
う
‼

第一集『静川村荘詩集』

鳴海周次郎礼状
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①
仕
上
げ
磨
き
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

②
よ
く
笑
う
こ
と
。

①
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
粉
で
歯
磨
き
。

②
サ
メ
が
好
き
で
サ
メ
に
く
わ
し
い
。

①
甘
い
物
を
あ
ま
り
食
べ
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
②
元
気
な
と
こ
ろ
。

①
毎
日
の
歯
磨
き
。
②
素
直
で
ユ
ー
モ

ア
が
あ
っ
て
思
い
や
り
が
あ
る
と
こ
ろ
。

　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
の
今
年
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
は
「
レ
ッ
ド
リ
ボ

ン
30
周
年
〜Think Together 

Again

〜
」
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ

に
関
す
る
検
査
や
治
療
、
支
援
な
ど

の
正
し
い
知
識
を
得
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
の
受
検
促
進
や
差
別
・
偏
見
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

エ
イ
ズ
は
H
I
V（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）に
感
染
す
る
こ
と
で

起
こ
る
病
気
で
す
。
治
療
法
の
進
歩

に
よ
り
、
H
I
V
陽
性
者
は
感
染
の

早
期
把
握
、
治
療
の
早
期
開
始
・
継

続
に
よ
り
エ
イ
ズ
の
発
症
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
、
H
I
V
に
感
染
し
て
い

な
い
人
と
同
等
の
生
活
を
送
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
検
査
を
受
け
、

感
染
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
感
染
が
心
配
な
人
は
早
め

に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
!
保
健
所

で
は
、
匿
名
・
無
料
で
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
電
話
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
査

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希

望
に
よ
り
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
、
梅
毒
の
検
査
も
同
時
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
電
話
か
県
庁
H
P

「
相
談
・
検
査（
青
森
県
S
T
O
P 

A
I
D
S
）」

○
五
所
川
原
保
健
所
専
用
電
話

　

☎（
33
）1
0
9
0

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
可

（
小
泊
地
域
）

横山光
ひかり

莉ちゃん
（下豊岡）

松坂春
しゅんすけ

助ちゃん
（派立上）

坂田　蓮
れん

ちゃん
（宮 川）

木村悠
はる

橙
と

ちゃん
（上高根）

神　凜
りん
奈
な

 ちゃん
（深郷田上）

外﨑優
ゆ
茉
ま

 ちゃん
（宮野沢）

山内應
おう
志
し
朗
ろう

 ちゃん
（芦 野）

平山結
ゆい
子
こ

 ちゃん
（今泉下）

升田龍
りゅうしん
伸 ちゃん

（上 町）
小野大

たい
琥
が

 ちゃん
（下高根）

木津谷早
さ
来
く

 ちゃん
（下高根）

宮越　弥
あまね

 ちゃん
（尾 別）

今　桃
とう
華
か

 ちゃん
（田茂木）

日にち 会　場 受　付　時　間

12月12日（日） 日本海漁火センター

午前７時30分 ～ 午前９時30分
　（複合健診）
正午 ～ 午後１時
　（女性検診・骨密度検診）

12月13日（月） 日本海漁火センター 午前７時 ～ 午前９時30分（複合健診）

12月14日（火） すくすくしたまえ館 午前７時 ～ 午前９時30分（複合健診）

集
団
健
診
実
施
日
の
お
知
ら
せ

12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

３
歳
児
健
診
に
て

（
１０
月
７
日
実
施
）

１
歳
６
か
月
児
健
診
に
て

（
１０
月
１４
日
実
施
）

※ 

今
回
の
３
歳
児
健
診
で
は
、
６
人

中
４
人
が
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

※ 

今
回
の
1
歳
6
か
月
児
健
診
で
は
、

全
員
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

★
家
族
み
ん
な
で
虫
歯
予
防
！

　
お
子
さ
ん
の
き
れ
い
な
歯
を

　
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

【日程】

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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（
９
月
届
出
分
）

木
村　
　

慧け
い 

（
男
・
遥
平
）深
郷
田
上

成
田　

來こ

仔こ 

（
女
・　
淳　
） 

宮
野
沢

成
田　

望の

乃の 

（
女
・　
淳　
） 

宮
野
沢

　

鈴　

川　

秀　

徳 

（
宮
城
県
）

　

竹　

谷　

小　

夏 

（
福　

浦
）

　

中　

田　

竜　

輔 

（
平
川
市
）

　

鈴　

木　

統　

恵 

（
温
泉
町
）

三　

上　

由
美
子 

67 

（
今
泉
下
）

青　

山　
　
　

操 

100 

（
尾　

別
）

川　

村　

清　

治 

85 

（
今
泉
下
）

泉　
　
　

信　

昭 

66 

（
大
沢
内
）

中　

村　

榮　

子 

88 

（
薄
市
下
）

太　

田　

達　

男 

82 

（
下
前
上
）

久
保
田　

喜
久
子 

89 

（
小
泊
派
立
）

須
々
田　

誠　

一 

73 

（
新
町
2
）

藤　

田　

よ
し
ゑ 

97 

（
上　

町
）

９月末現在（前月比）

人　口 10,358人（－13）
中里地域7,668人/小泊地域2,690人
　男　 4,865人（－６）
　女　 5,493人（－７）
世帯数 5,033（－４）
出 生　３  ／  死 亡　11
転 入　６  ／  転 出　11

人のうごき

（（

新型コロナウイルスにかからないために

みんなで気を付けましょう

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸
籍
の
窓
口



　十三湖岸で風力発電事業を行ってい
る津軽風力発電株式会社と10月13日
㈬に、「地域再生のための寄附に関す
る協定」を締結しました。
　この協定は、再生可能エネルギー発
電設備の整備と運営を通じて、町が地
域再生を目的として実施する事業であ
る宮越家「離れ・庭園」保存・維持管
理事業に対し、相互協力に係る基本的
な事項を定めるものです。
　町長は「宮越家の保存・公開のため
の支援をいただき、ありがとうござい
ます」と感謝の言葉を述べていました。
　協定の相手方である同会社の見上伸代表取締役は「今回の寄附を通して、農家以外の人にはあまり
なじみがない十三湖の事業を町民の皆さまにも知っていただきたい。また、宮越家が新しい文化的な
観光資源となってほしい」と期待していました。

　大沢内地区にあるため池を楽しもう
と、10月16日㈯に第11回大沢内ため
池ウオーキングが開催されました。
　今年はAコースとBコース合わせて
約200人が参加しました。
　町長は「ゴール地点にはピュアや宮
越家の展示もあるのでそちらも見て、
秋の中泊を存分に楽しんでほしい」と
話しました。
　今年もコース内に津軽鉄道乗車が組
まれ、秋の車窓を楽しんだ後に、豊か
な自然を満喫していました。
　ゴール後は豪華特産品などが当たる
抽選や特産物直売所ピュアでの買い物、
宮越家の展示へ足を運び、町の魅力い
っぱいのウオーキングイベントに参加
者たちは大満足の様子でした。

Pi
ck

 u
p!

乗 っ て 応 援 ‼
津
軽
鉄
道

令和３年度
目標乗車人数 300,000人

令和３年４月から
の乗車人数 83,459人

目標まであと…… 216,541人

秋の中泊を満喫 第11回大沢内ため池ウオーキング

今月の
イチ押し

新しい文化的な観光資源を目指し
「地域再生のための寄附に関する協定」締結

広
報 

な
か
ど
ま
り 

11
月
号

発
行
／
青
森
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中
泊
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編
集
／
総
務
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